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議会改革推進会議第４回会議 

 

１  日  時 令和２年１２月１７日（木）午前１１時００分開会 

                    午前１１時３９分閉会 

２ 場  所 議事堂大会議室 

３ 出 席 者 委員長 筱岡貞郎 

       委  員 五十嵐務、山本 徹、永森直人、川島 国、 

           亀山 彰、庄司昌弘、井加田まり、火爪弘子、 

           吉田 勉、杉本 正 

４ 協議の結果概要 

筱岡委員長 ただいまから第４回議会改革推進会議を開会いたします。 

 皆様方にはお忙しいところお集まりいただき、ありがとうござい

ます。 

 本日の会議には、藤井裕久委員から欠席する旨の連絡がありまし

たので、お知らせします。また、永森委員から遅れる旨の連絡があ

りましたのでお知らせします。 

 なお、本日の会議には、協議事項２に関連して、稲場情報政策課

長にオブザーバーとして出席していただいております。 

 それでは協議に入ります。 

 協議事項１、議会改革推進会議設置要綱の一部改正についてであ

ります。 

 先般、自民党新令和会が結成されましたことに伴い、当会議の設

置要綱の改正について事務局から説明をお願いします。 

事務局（大村議事課長） では、お手元の資料１を御覧いただきたい

と思います。 

 議会改革推進会議設置要綱の一部改正の概要でございます。 

 １つ目に、改正の趣旨といたしましては、議会改革推進会議は、

議会基本条例の規定により設置されているものであります。 

 委員の構成につきましては、各会派の代表者会議規程を準拠いた
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しまして、各会派に割り当てております。今般、新令和会が結成さ

れたことから、委員の構成を見直して設置要綱の改正を行うもので

ございます。 

 ２つ目の改正の内容でございます。新旧対照表になっておりまし

て、自民党新令和会２名を追加することとしております。御了解い

ただきましたなら、施行日は本日からとしたいと思っております。 

 以上であります。 

筱岡委員長 それでは、本書のとおり改正することとし、本日の会議

から、新令和会の亀山委員、庄司委員に議論に参加していただきま

すので、よろしくお願いします。 

 次に協議事項２、議会におけるＩＴの活用の推進についてであり

ます。 

 前回の会議において、各会派で検討し、その意見を聴取し議論を

進めることとなりましたが、資料２のとおり一覧を作成しました。 

 それでは、各会派から説明をお願いします。 

 自民党。 

五十嵐委員 １番目のペーパーレス化の視点、目的としては、紙資源

の削減、ゼロカーボンの推進、関連資料等の情報共有、通信手段の

向上などがありますが、問題点として情報整理の徹底、コストがあ

るのかなと思っています。 

 ペーパーレス化する範囲としては、事務局や執行部からファクス

送付される連絡事項、報告事項など、また、本会議場の配付資料、議

事日程とか出席者氏名等を範囲とすると。また、議会運営委員会、

各会派代表者会議、議会改革推進会議等の資料をペーパーレス化す

ればよいかと思っています。 

 ペーパーレス化のスケジュールについては、執行部のペーパーレ

ス化に合わせて実施することが望ましいと思っています。 

 また、検討の進め方としては、専門検討委員会を立ち上げて、導

入までのスケジュール、運用規則、コスト、先進地視察などを検討、
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実施すればどうかと思っています。 

 検討を進める際の課題としては、タブレット端末に求める機能、

文書クラウドの導入及び時期、通信環境の整備、通信費等の公費負

担、そういったことがあるのかなと思っております。 

 以上です。 

筱岡委員長 では、新令和会。 

亀山委員 今日から参加させていただきます自民党新令和会です。よ

ろしくお願いいたします。 

 まず１番、ペーパーレス化の視点、ＳＤＧｓの観点から環境に配

慮した取組を議会から率先して進める必要があるということです。

あと、コスト削減にも有効であると。 

 ２番のペーパーレス化の範囲、ファクス送信の資料、皆さんはし

っかりと確認しておられると思いますけれど、これが机上にも同じ

ものがあると。そういうことが繰り返されているということもあり

ますし、郵送の資料並びに議会配付資料、先ほど言いましたけど、

各種会議資料もそうです。ペーパーレス化ということです。 

 ペーパーレス化のスケジュールは、次期改選期までにクラウド化

を推進するということです。 

 検討の進め方については、検討委員会を立ち上げて検討すると。 

 検討を進める際の課題は、文書管理のクラウド導入、通信環境の

整備並びに通信費の公費負担の範囲です。 

 以上のことで、ＩＴ環境の推進ということで進めていただきたい

と思っております。お願いします。 

筱岡委員長 社民党。 

井加田委員 やはりペーパーレス化とは、そもそも、基本には無駄の

排除といいますか、ペーパーで重複するのも少し無駄かなと思いま

すが、情報はしっかり事前にいただかなきゃいけないので、そうい

う意味では、必要な情報はきちっと手元に届くようなシステムが併

せて必要だと思っています。 
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 そういうことから言えば、今、タブレット端末の議論もありまし

たけども、今の環境の中でできることもあるのではないかなと思い

ます。メールの活用とか。ただし、情報管理の問題で、それにもルー

ルが必要だと思いますので、そのあたりがしっかりルール化されて、

こういう送付方法ですよということであれば、今できることも若干

あるなという思いです。 

 ですから、範囲については、今、問題意識のある、ファクスで送ら

れてくる連絡事項等から始めて、紙と併用しながらこれでいいかと

いうことを確認して、よければペーパーレス化に踏み込んでいくと

いうのが今実行できるものかなと思っていますし、タブレット端末

を個人持ちにするというのも少し時間がかかると思いますけれども、

どこまでするかということもしっかり県庁全体、議会でいえば執行

部と歩調を合わせて進めていくのがいいのかなと思っています。 

 ですから、その進め方についても段階を踏んで、できることはや

ればいいのかなという。その段階で、先のタブレット端末の活用と

いうところにしっかり取り組んでいけるのかなと思います。具体的

ではないですが、進め方のスケジュール感も含めてそんな思いを持

っております。 

筱岡委員長 日本共産党。 

火爪委員 皆さんとほぼ考え方も指摘も共通していると思います。そ

こに書いてあるとおり、保管の負担も含めて、利便性向上、職員の

負担軽減、印刷代等経費節減ということと、順番に必要なものから

ということです。執行部と歩調を合わせながら、本格的には次期改

選期からでいいのではないかと。 

 ４番は、どこの会派もみんなおっしゃっています。検討委員会を

早急に立ち上げて、そこで、１から議論をして、何から進めていく

のかという提案があればいいのではないかなと思っています。 

 一番下に書いてあるのは、市町村の先行しているところの様子を

少し聞きました。共通してですが、やっぱり慣れない議員が一定数
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存在していて、そういう人たちを置いていかないというか、ちゃん

と丁寧なサポートを会派だけに頼らず職員の中でも担当を決めてし

ていただくということが必要だねということは市町村の議員からも

声が挙がっておりましたので書いておきました。 

 以上です。 

筱岡委員長 公明党。 

吉田委員 皆さんと大体同じですが、ペーパーレス化の視点、目的と

いうのは紙資源の削減、やっぱり無駄なものを省くという意味で進

めるべきだということです。 

 それから、範囲におきましては、ファクスとか机上配付される連

絡事項から始めて、会議資料等は当面、先ほど社民党さんも、いろ

いろ検証しながら進めるということを言っておられましたが、私も

当面、紙と併用しながら徐々に切り替えていくという、検証しなが

ら進めるということがよいのではないかなと思っております。 

 それから、スケジュールですが、執行部と歩調を合わせながら段

階的にということだと思います。 

 検討の進め方は何も書いてありませんが、皆さんと同じように検

討委員会を立ち上げるということが大事かなと思っております。 

 検討を進める際の課題に関しては、通信等の公費負担等も考えな

がら進めていくということが課題かなと思っております。 

 以上でございます。 

筱岡委員長 至誠。 

杉本委員 私も大体皆さんと同じような意見です。議会の中で私が一

番遅れているというか、化石人間みたいなものだと思いますが、た

だ、重複している部分については、皆さん言われるように、何をや

っても同じものは無駄だから、僕はファクスで送ってもらえれば、

１回で済むのではないかなと思います、僕は、ですよ。 

 検討の進め方については、ここに書いてあるように、会派の枠に

こだわらず４人か５人で進めれば良いと、僕は思っております。 
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筱岡委員長 一通り説明いただきましたが、この際御質問等ございま

すか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

筱岡委員長 ないようでありますので、各会派の意見を踏まえ、議会

におけるＩＴの活用の方向性を作成してみましたので、事務局から

説明願います。 

事務局（大村議事課長） では、資料３を御覧ください。 

 今ほど各会派の御議論がありましたとおり、議会におけるＩＴの

活用の方向性（たたき台）ということで、本格的な議論は先ほど出

ているような検討委員会でということですが、たたき台としてお示

ししております。 

 まず基本方針としましては、議会資料等の電子化により紙や印刷

経費の節減を図りましょうと。議員の情報の携帯性の確保や調査活

動の利便性の向上を図りまして、政策提言や政策立案機能の強化を

目指すことに加えまして、議員と執行部、事務局との情報の共有化、

情報伝達の迅速化を図り、印刷配付による事務負担の軽減や、議会

活動に関する日程調整の効率化を図っていきましょうということで

あります。 

 検討を行う場でありますが、皆さんから御提言がありましたとお

り、ＩＴ活用検討委員会（仮称）を設置しまして、次の事項について

検討してはどうかと。枠にとらわれずに10名以内でどうかというこ

とであります。必要に応じて執行部からも出席を求めていくという

ことであります。 

 まず検討内容ですが、導入の方針ということで、ペーパーレス化

する範囲をどうするかと。事務局からの連絡事項や通知文書から始

め、議会で配付されています議案書や委員会における配付資料のペ

ーパーレス化を目指すと。 

 活用方法といたしましては、会議における議案書や配付資料の閲

覧、事務局からの通知文書の受信、それからインターネットによる
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資料の検索、庁外、県内、県外の視察での利用の検討、将来的にはオ

ンライン会議での利用に向けた検討も考えてはどうかと。 

 それから、タブレット端末の仕様であります。機種や、見た目や

画面の大きさ、それから津本議員の発言ではないですが、サクサク

動くように、容量もどれだけ必要かという検討が出てきます。 

 それから、導入時期、スケジュールですが、別紙たたき台で後ほ

ど説明いたしますが、導入時期、試行期間、先ほどありましたよう

に、紙と電子の併用期間を含めて、いろいろな諸課題を検討し、最

終的には本格実施をするということです。 

 それから、通信環境の整備ということで、本会議場や委員会室等

のＷｉ－Ｆｉ環境の整備、この議場についてはＷｉ－Ｆｉ環境が整

備されておりませんので、そういった環境の整備。 

 それから、経費負担の範囲として、通信費の公費負担。例えば何

ギガまで公費で認めるかというようなこと、また、現在、政務活動

費でいろいろなものを見ておりますが、それとの調整も出てまいり

ます。 

 ７番目としましては、諸規程の整備、それから先例の見直しとい

うことで、ペーパーレス化に伴う会議規則の、例えば議事日程とか

議案書を、今机上に配付しておりますけれども、配付に代わる措置

としての規定の整備。それから、今議会でも押印の見直し等々が出

ておりましたが、デジタル化に伴う例えば欠席届、それから請願の

押印や、請願の前の紹介議員の押印といったものの押印を廃止する

かどうか。それから、デジタル的な申請を認めるかどうかという規

定も整備する必要があります。 

 さらには、オンライン化の実施に向けた出席、後ほどの議題にも

なりますが、出席ということをどう取り扱うかということが出てま

いります。 

 最終的には執行部との協議、調整も出てまいります。 

 めくっていただきますと、これも後日立ち上げていただく検討委
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員会で改めて確認いただきたいと思っておりますが、仮に令和５年

４月、次期改選から導入する場合に、まだ２年余り残しているわけ

ですけども、この間を有効活用するためにいろんな検討をしなくて

はならないと思っております。 

 考え方としましては、検討委員会を個別に立ち上げまして、タブ

レットの仕様、費用負担、各規程の整備などペーパーレス、オンラ

イン委員会の実施に向けて計画的に進めていきましょうということ

です。 

 時間もありませんので、真ん中の下のほうから見ていただきたい

と思いますが、検討項目として、先ほどと重複いたしますが、タブ

レットの種類とか整備手法をどうするかと。購入にするのかリース

にするのかとか、あとは、先ほどありましたように、置き去りにな

らないようにするために技術講習をするとか、それから、今後また

５Ｇ等々が進んでまいりますので、どういった仕様を、中間点であ

りますけど、見直しをしていくかということも出てまいります。 

 それから、ペーパーレス化の範囲とか遵守事項ですけれども、デ

ジタル化が進むことによって必ずいろんなルールを設定しなくては

ならないと思っております。例えば個人情報の取扱いであるとか、

それから、ペーパーレスにしてもどの程度まで許されるかとか、２

次利用はどこまでできるのかといった遵守事項も必要かと思ってお

ります。 

 通信環境の整備は御覧いただいたとおりです。 

 それから、文書管理のクラウドということで、どういった規模の

クラウドを用意するのかということも出てまいります。 

 それから、タブレットの利用範囲ですが、我々県庁職員も貸与さ

れているパソコンでは、例えばインターネットでも見てはならない

サイトというものがあります。仮にタブレットをお貸しした場合で

も、利用の範囲、見てはならないサイトの範囲等を決めていかなく

てはならないと思っております。 
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 当然ながら、保管や第三者に又貸ししてはいけないという規定も

考える必要があります。 

 それから、オンライン委員会、今年、総務省からも通知が出てお

りますが、どういった形でできるのかということも先進地を調査す

る必要もありますし、仮にオンライン委員会をやった場合に、通信

障害等で画像や音声が途切れた場合に、その議員さんの発言をどう

取り扱うかといった事故に対応した規定も考えなくてはならない。

最終的には模擬委員会を立ち上げて課題等も整理しなきゃいけない

と思っております。 

 それから、条例ですとか先例の見直しということで、現在、我々

も、先例の中においては、本会議、委員会等への携帯電話、スマート

フォン及びパソコン、タブレット端末の持込みは自粛する例である

というふうに平成25年の議運の申合せ事項がありますので、こうい

ったものを含めていろいろな課題を整理していかなければならない

と思っております。 

 あくまでもたたき台ですので、また御検討いただきたいと思って

おります。 

 以上です。 

筱岡委員長 ただいまの説明について御質問、御意見等があればお聞

かせ願います。 

川島委員 先ほど火爪委員からもお話がありましたが、県内でもタブ

レットを本会議に導入しておられる南砺市議会、来年度から導入予

定の高岡市議会などがありますが、既に導入・運用している市議会

で、どういった不具合があるのか、こういった部分を新しくしたほ

うがよいということをしっかり先行事例から捉えていくことが大事

かなというのがまず１点であります。 

 そして、私、個人的には、例えば決算書、予算書などの非常にボリ

ュームのある紙資料が、製本されかなり予算をかけておられる、あ

あいったものは、やはりタブレット上でテクノロジーを導入して見
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直せるような、ペーパーにしないほうがいいと思っておりますが、

いわゆるそういった予算書、決算書などのようなものをどれだけ削

減できて、どれだけ予算を削減できるのかという見込み、そういっ

たものもぜひ出していただければありがたいなと思います。 

 加えて、例えば給与明細等、定期的に発行される文書のようなも

のも、本来的には民間企業では、例えばタブレットの画面上で、個々

にプリントアウトはできるけども、アイコンから見られるような仕

組みでやっていますし、そういったような分かりやすい、普段の議

員の活動の事務事業みたいなものもこの画面上、タブレット上から

入ることができて、そして自分で選択してプリントアウトできるよ

うな仕組みというものも考え、導入していただければ、いろんなペ

ーパーが削減できるのかなと思いますので、ここはちょっとまた先

進事例を捉えながら進めていっていただければありがたいと思いま

す。 

筱岡委員長 今、県内でも３市の市議会、南砺、小矢部、射水、西部ば

かりで入っているようですが、川島委員の言われたそれらも検討委

員会で議題にしていくということになろうかと思います。 

 では会派別に聞いていきましょうか。個人的でいいですか。 

 どうぞ。 

井加田委員 市町村もですが、県レベルでどれだけのところがどうい

う手法でやっておられるかというのを少し先行事例で参考にさせて

いただくというのも大事かなと思います。 

筱岡委員長 ほか、どうですか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

筱岡委員長 それでは、今おっしゃった御意見も踏まえて、今申し上

げた方向性、たたき台に基づき、具体的な内容については検討委員

会において検討していくこととします。 

 それでよろしいですね。 

 〔「はい」と呼ぶ者あり〕 
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筱岡委員長 次に、協議事項３、議員の長期欠席に係る報酬等の減額

についてであります。 

 昨年度、富山県議会会議規則を改正し、欠席事由に「育児、看護又

は介護」を追加しましたが、それに伴い欠席が長期にわたる場合の

報酬等の減額について、まず事務局から説明願います。 

事務局（山崎次長・総務課長） 資料４、６ページになりますが、御覧

ください。 

 １、概要としまして、今年度の行動計画に基づいて、規定を持つ

９つの府県の条例を整理してみました。仕事と介護や育児との両立

を推進する観点から検討したいと考えております。 

 ２、他府県の状況等ですが、５項目に整理しております。 

 まず（１）減額の理由、どんなときに減額するのかということで

すが、①は、長期欠席したときに原則減額しますというのが６県、

このうち新潟県はできる規定になっております。②の熊本県は、正

当な理由がなく招集に応じないときに限定しております。また、③

福井県など３府県は、逮捕・勾留されたときに支給を一時停止する

という規定を持っております。事務局としましては、矢印のところ

にあるように、①を基本としまして、罰則的な③支給停止について

は趣旨に合わないと考え、以下、①②の７県を比較対象としたいと

考えております。 

 次ページ、別紙１、２はそれを一覧表にしております。また後ほ

ど御確認いただきたいと思いますが、確認しましたら、秋田県では

１件の適用があったということでございまして、そのほかの県では

実例がないということでございました。 

 なお、先ほども出ましたが、今後オンライン委員会が制度化され

ますと、より出席が容易になりますので、長期欠席というのは発生

しにくいのではないかなと考えております。 

 （２）番目ですが、では、どんな場合に長期欠席や長期欠席者にな

るのかということですが、４つに分かれておりまして、①はその月
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１か月の会議を全て欠席した場合、②は一の定例会を全て欠席した

場合、③は連続する二つの定例会を欠席した場合、④が１年間欠席

した場合と、かなり幅が持たれております。 

 ここで別紙２、８ページＡ３横を御覧いただきたいのですが、１

か月や１年間というのは非常に分かりやすいのですが、②の一の定

例会や連続する２回の定例会の場合、どのような場合に減額される

かというイメージ図になっております。 

 例１としまして、２月議会を全休されたと。この場合に長期欠席

ということになりまして、引き続いて、４月の委員会等も全て欠席

され、５月になってようやく出てこられたということなのですが、

その場合、４月分のみ減額ということになります。５月は出てきて

おられますので、５月分は全額支給されるという形になっておりま

す。この例ですと、94日間休んで１か月の減額。これは５月１日に

出てこられても同じですので、この場合64日間休んで１か月減額と

いうことになります。 

 次の例２ですが、この方の場合は、11月定例会の初日のみ出席さ

れて、その後２月定例会まで全て欠席された場合で、５月31日に出

席では182日間の休みということになります。 

 逆に例３、例４は減額されない例となっております。これは、ど

ちらも２月定例会を全休しておりますけれども、４月中の視察に参

加したため、それぞれ63日とか151日休んでおりますが、４月は出て

きておりますので減額はないという形になっております。 

 下の図が連続２定例会欠席の場合ですが、同じように見ていただ

いて、下のほう、例７では155日間、例８では230日間休んでも減額

されないということになります。 

 ６ページ、資料４にお戻りいただきまして、こうしたことを踏ま

えますと、あとは幅広い議員活動がありますので、その中で、どこ

からスタートするというのは非常に難しいのですが、定例会の出欠

ということであれば非常に把握が容易であるというようなこと。そ
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れと、一般職ですと、90日間は病気休暇というのが認められており

まして給料は出るのですが、そのあたりのバランスなどを考えます

と、②一の定例会を全休した場合などが基本になるのではないかな

と思っております。 

 次に、削減率が（３）番目のところになっております。２分の１削

減する場合と全額削減する場合がありますが、生活給的な面がある

こと、それから、一般職であっても２分の１なり３分の２が支給さ

れるということでございますので、２分の１が基本かなと思ってお

ります。 

 （４）番目が期末手当への反映ですが、報酬が減額された月数に

応じて減額しているところが多くなっておりますので、それを基本

にしてはどうかということでございます。 

 最後、（５）番目ですが、適用除外を設けている県が多くなってお

ります。長期欠席であっても、公務災害や伝染病による就業制限な

どの場合は除外しているという県が多くなっております。改正の趣

旨から考えますと、産前産後休業などを明記するというようなこと

も検討してはどうかと考えております。 

 最後に今後の予定ですが、来年１月中旬までに、改正の可否を含

めまして各会派の御意見を頂戴し、２月までに開催されますこの会

議で改正条例案を協議いただき、了承されましたら２月定例会で議

員提案いただくというような流れを想定しております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

筱岡委員長 ただいまの説明について御質問、御意見等があればお聞

かせください。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

筱岡委員長 特別ないですか。 

 それでは、課題等を整理し、引き続き検討することといたします。

よろしくお願いします。 

 次に、報告事項１、議会における情報発信についてでありますが、
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事務局から報告願います。 

事務局（大村議事課長） では、資料５、９ページを御覧ください。議

会における情報発信ということで、今年度の常任委員会のインター

ネット録画配信の試行の結果を記載しております。 

 まず第１回目が経営企画委員会を６月８日に開催しましたが、６

月９日から９月３日の集計期間ですが、366件の御視聴がありました。

２回目の厚生環境委員会、９月３日に行いまして、88日間集計いた

しましたが、398件ということで、400件近い件数を見ていただいて

おります。 

 これを基に令和３年度の予定ですが、前回の委員会でも御確認い

たしましたが、教育警務、県土整備観光、経済産業の各委員会で試

行をしたいと思っております。 

 それから、県定例会の生中継・録画配信に係る広報の取組という

ことで、県では定例会前に「県からのお知らせ」において、定例会中

の生中継・録画配信についての御案内をしております。11月定例会

においては、新たにＱＲコードを掲載しまして、スマートフォンに

よる生中継・録画配信のホームページへのアクセス性を高めたとこ

ろであります。 

 実際に、次の10ページを見ていただきますと、県の11月定例会生

中継・録画配信ということでＱＲコードをつけまして、これがすぐ

に録画配信の画面にジャンプできるような形を取らせていただいて、

視聴性を高める工夫を試みたということで御案内させていただいて

おります。 

 好評であれば、また次回以降も引き続き取り組んでいきたいと考

えております。 

 以上です。 

筱岡委員長 引き続いて何か御意見ございますか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

筱岡委員長 ないようであります。 
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 次に、広報編集委員会の取組状況について、委員長の山本委員か

ら報告をお願いします。 

山本委員 皆さん方の御協力をいただきまして、議会広報紙を６月に

試行的に発行いたしました。県民の皆さんの意識調査、効果検証、

それぞれ行いました。御協力いただきましたことに感謝申し上げま

す。 

 調査結果につきましては、委員の皆さんは既に御覧になられた方

もおられると思いますが、「県議会、何しとるのかよく分からん」と

いう意見も40％を超えてあったと。誠に残念だったなと思っていま

す。 

 一方、「実際に広報紙等を見てみると興味が湧いてきた」という

意見もあって、無関心の人が多いからといって諦めてはいけないと、

しっかりと取組をすべきではないかということだろうというふうに

思いました。 

 調査結果を基に広報編集委員会で検討して、来年度以降の取組に

ついて意見を取りまとめましたので、今日報告させていただきます。 

 令和３年度の取組として、今年度試行発行で評判のよかった雑誌

型をベースに年１回発行するとともに、県議会のホームページにも

掲載をすると。 

 新聞折り込みは行わず主要施設に配架すると。公民館やコミュニ

ティセンター、図書館、市役所などといったところ。県民の皆さん

により手に取ってもらえるような工夫を凝らしていくことも大事で

はないかと。 

 また、主権者教育ということを目的に、県内の高校生に配付をし

ていけばどうかと。また、議員自ら出向いて出前講座を行うことな

ども検討してはどうかということ。 

 ４番目に、今回、調査の中で、ＬＩＮＥなどのプッシュ広告を使

って積極的にアピールをしました。これが結構効果があったと思っ

ておりますので、令和３年度も引き続き、県議会のホームページ及
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び作った広報紙をＰＲしていくとともに、議会広報についてアンケ

ート調査をしていけばどうかということであります。 

 令和４年度以降の取組については、広報編集委員会で令和３年度

の取組を見てまた考えていただければいいのかなというふうに思っ

ております。 

 今回、皆さんに御協力いただいて作りました広報紙ですが、日本

地域情報コンテンツ大賞というのに、地方のもの、行政の広報とし

て応募いたしましたが、残念ながら入賞はいたしませんでした。 

 ただ、柔らかい、分かりやすいコピー、色使い、効果的なイラスト

使いで堅さがうまく緩和されています。読み手にとってとても親切

に作られた媒体ですということで評価をいただいておりますので、

御紹介申し上げます。 

 以上であります。 

筱岡委員長 今の報告について御意見ございますか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

筱岡委員長 ないようであります。 

 それでは、先ほどのＩＴの活用の推進、広報に関する令和３年度

予算要求については、私と山本委員に御一任いただきたいと思いま

す。よろしいですか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

筱岡委員長 予算要求の状況については次回の会議で御報告します。 

 最後に次回の会議についてですが、来年１月下旬から２月上旬に

開催することとし、今年度の取組状況の確認などをしたいと思いま

す。別途日程調整させていただきます。 

 以上で本日の議事は終わりましたが、この際ほかに御意見等あり

ませんか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

筱岡委員長 これをもって第４回議会改革推進会議を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 


